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1　 ご挨拶

全国盲ろう者団体連絡協議会

会長　　大杉勝則

８月２２～２５日、広島での第１８回全国盲ろう者大会には、全国各地からたくさんの仲間に集まっていただき、大成功を収めることができました。新しい出会いや久しぶりの再会など、思い出がまた一つ増えたことでしょうね。皆さんの笑顔を見て、私も幸せな気持ちでした。本当にお疲れ様でした。そして、ありがとうございました。

この全国盲ろう者大会の最終日には、連絡協議会を設立してから初めての総会を行いました。活動報告、会計報告、活動計画、予算などを、加盟団体からの代議員の皆さんと一緒に協議し、無事に全ての承認を受け、終えることができました。忌憚のない指摘も活発に出ました。遠慮なく議論できる開かれた雰囲気で、とても有意義な総会だと感じました。

そのなかで、役員改選では、これまで副会長の私が会長代行として、取り組んでまいりましたが、これからは、会長として、重大な責務を任されることとなりました。

これからも、全国の盲ろう者が安心して暮らせる社会を目指して、取り組みを進めていきます。また、全国盲ろう者大会、2013年日本での世界盲ろう者会議を、私たち当事者のパワーで主導していこうと考えています。

私を含め、新しい役員体制で、助け合いながら頑張ってまいります。どうぞ、ご協力いただきますよう、よろしくお願いします。
2　 連絡協議会第２回総会報告
去る８月２５日広島の「安芸グランドホテル」において全国盲ろう者団体連絡協議会第２回総会を開催しました。

２００６・２００７年度活動報告、決算報告並びに監査報告、２００８・２００９年度活動計画並びに予算の報告があり、承認されました。（会計に関しては一部修正の指摘がありました。後日修正資料を加盟団体に送付することで承認されました。）

また、選挙によって、大杉勝則さんが会長に就任、その他の役員の紹介がありました。

以下に新役員を紹介します。

会長　
大杉　勝則

副会長　
門川　紳一郎、牧田　紀子

事務局長　高橋　信行

会計　
上野　正彦

委員　
畦池　千代子、庵　悟、渡井　秀匡

顧問　
福島　智

事務局員　村岡　寿幸

監事　
石川　隆、長谷川　政広

なお、石黒さんは都合により監事を辞退されました。役員で話し合い、後任を千葉の石川隆さんにお願いしました。

3　 連絡協議会の業務
連絡協議会を運営するためにさまざまな業務を行います。皆で役割分担して進めています。

{編集部}
・機関誌の発行

{事業部}
・各友の会への情報提供、相談への対応

・他の盲ろう者団体との連絡役

{国際協力推進部}
・世界会議の準備に主に関わる

{コーディネーター}
・協会との連絡

{福祉対策部}
・作業所、派遣事業関係

{広報部}
・広報担当

・WEB対応

[IT対策部]
・個人、友の会からのパソコン使いたい盲ろう者がなかなか使えない時の相談担当
{文化・スポーツ部}
・盲ろう者が楽しめる文化・スポーツの振興

4　 第１８回全国盲ろう者大会　第１分科会報告
（８月２３日に開催された第１分科会の様子をお伝えします。　テーマは昨年に引き続き「全国の盲ろう者の生の声を聞く」です。）

(１)　全国の盲ろう者の生の声

国や自治体に対して要望したいこと、日常の生活の中で困っていることについて意見を求めたところ、会場の盲ろう者から次のような意見が出されました。

・自立支援法が始まり自治体からの派遣予算が縮小され、葬式、病院、お見舞いなどで県外に行くこともあるのに、県外での派遣に使用できなくなり、困っています。

・通訳介助を受ける場合の通訳者の交通費を盲ろう者が負担するのはいかがなものか。(これについては会場の盲ろう者から、通訳介助中の通訳者の交通費は盲ろう者が負担すべきだという意見と自治体が負担すべきであるという意見が出された。)

・通訳介助員養成講座の予算はどうなっているのか。

・介護保険料は盲ろう者でも払わなくてはならないのか。

・ガイドヘルパーの利用料を配偶者の所得で払っているのはおかしい

・所得がないので支払いが苦しい。

と言った意見が出されました。

・ヘレンケラーセンターを日本に設立してほしい。

・ヘレンケラーセンターで職業訓練、パソコン訓練などを受けられるようにしてほしい。

・国土交通省に対して安心してバスを利用できるよう、行き先表示を見やすく改善してほしい。

・派遣事業、養成事業の促進させてほしい。

・特別障害者手帳の交付についてもう一度要望してほしい。

・盲ろう者が使用する生活用具について補助を出してほしい。

・公務員の職員採用試験において自力通勤、介助者無しで働けるという制限を撤廃してほしい。

・通訳介助者の位置づけを有償ボランティアではなく国家資格、都道府県資格として職業としての位置付けをしてほしい。

・グループホームにおける安全対策を強化してほしい。

(２)　自立支援法の見直しに伴う我々の戦略について

来年度から行われる自立支援法の見直しに関して、盲ろう者の採る戦略について全国盲ろう者団体連絡協議会顧問の福島智さんより

・地域生活支援事業と自立支援給付の説明

・自立支援給付に移行した場合の問題点

・陳情活動の重要性

について提言がありました。

これに対して会場の参加者からは

・必要な情報を集め、勉強、研究し上手く要求をしていくことが重要である。

・我々は数が少ないだけにそうした質の高い努力が必要ですね。

と言った意見が出された。

また、自立支援法施行によって困っている点としてデイサービスセンターのサービスが低下したことや作業所での賃金が半分になったなどの意見が会場から出されました。

(３)韓国の盲ろう者の抱える問題を共に考えよう

韓国の盲ろう者から韓国における盲ろう者の抱えている問題について発表していただきました。我々は、韓国の問題を一緒に考えることで、日本の盲ろう者のあり方を見つめ直す、他国に学ぶとか、歴史に学ぶとか、そういう視点で取り上げました。

韓国からは盲ろう者５名、通訳介助者９名、合計14名の方が参加してくださいました。

まず、はじめに、金会長による韓国の盲ろう者活動の現状について報告があった後、韓国の盲ろう者による自己紹介がありました。

金会長はもっとも困っていることとして、韓国の盲ろう者が多く集まって活動できていない。盲ろう者自身が活動の困難さや問題点などをきちんと把握していないと言う点をあげていました。

さらに、日本の盲ろう者との意見交換において

・視覚障害者協会と聴覚障害者協会とのバランスのとれた連携、特に韓国の場合は聴覚障害者協会との連携が不十分であるので、金会長が帰国したら、聴覚障害者協会との連携強化に取り組みたい。

・日本においても上記の件は課題であり、日本の盲ろう者団体もそのバランスを意識して取り組むよう努力が必要である。

といった意見が出されました。

(４)まとめ

前年度に続き、２回目となる「全国の盲ろう者の生の声を聞く」分科会では、沢山の盲ろう者の生の声を聞くことができました。これらについては、整理したうえで、しかるべき部署に要望するよう検討していきたいと思います。

福島顧問より提案のあった自立支援法見直しに係る戦略について、参加者一人ひとりが各々の地区における活動のビジョンを描くことができたことと思われます。通訳介助者派遣制度の充実や盲ろう者のニーズを自治体に陳情していくことの重要性を認識できたのではないでしょうか。

また、本分科会では、韓国における盲ろう者活動の問題点を韓国の盲ろう者と日本の盲ろう者が一緒になって考えるという新たな取り組みを行いました。その結果、視覚障害者協会と聴覚障害者協会との連携のバランスがとれていないという問題が浮き彫りになりました。それについて金会長の「韓国に帰ったら聴覚障害者協会と連携を深めたい」とした答弁はあまりにも感動的な一言でした。金会長の言葉は、日本の盲ろう者にもきっと大きな勇気を与えたことでしょう。

5　 【連載】各地の盲ろう者団体の活動
このコーナーでは地域における盲ろう者活動の様子などについて紹介します。今回は大阪盲ろう者友の会の活動をご紹介します。
　　　　大阪盲ろう者友の会

　　　　　　　　　　　　　　　田中康弘

設立を振り返って

大阪盲ろう者友の会は１９９１年９月２２日に全国で２番目の友の会として設立された。当初は月に１回の交流会では、コミュニケーションの練習を主に行っていたが、現在では講演会や学習会、新年もちつき大会、昨年からはミニ運動会も行なっている。

レクリエイションも最初は年に２、３回だったが、現在では年に５回に増えた。内容としては、５月のバーベキュー大会、７月の納涼会、１０月の１泊研修旅行、１２月の忘年会＆クリスマス会、３月のボウリング大会等が定例行事になっており、近畿の他の友の会からも多くの盲ろう者に参加していただいている。

友の会が設立してから１年半後の１９９３年５月１日に友の会の事務所と盲ろう者の交流の場として作業所「手と手とハウス」が出来た。現在では盲ろう者が色々な手作り作品も作り、販売も行なっている。５月の「中之島まつり」と９月の「波除まつり」のバザーにも参加している。

機関誌について

月に１回発行の機関誌は友の会が出来た時は「交流会ニュース」と言う名前だったが、作業所が出来てからは作業所の名前に合せて「手と手とニュース」となった。印刷も作業所で行っているが、点字印刷は最初は点字プリンターが１台だけでしかも片面印刷だったので、時間が掛かった。点字プリンターを一晩中付けっぱなしで印刷した事も何回かあった。近所の人には点字プリンターの大きな音で迷惑を掛けたと思うが、よくもここまで耐えて来た物だ。今は点字プリンターが３台になり、その内の１台は両面同時打ちが出来るので、かなり短縮された。

友の会の活動について

友の会は設立当初から他団体の行う活動にも参加したり、交通機関に対して盲ろう者が利用し易い様に改善を求めたり、行政などと交渉を行い、行政と共に通訳介助者の派遣制度を作ったりした。

交通の面では、リフト付きやノンステップバスが増えたり、駅にもエレベーターや転落防止柵が付いたりしているが、触知式信号機の要求も行なって来た。これは大阪府もなかなか設置しようとしなかったが、友の会が１０年以上掛けて粘り強く要求した結果２年前から大阪府下に２箇所ずつ設置された。昨年の全国大会で、触って分かる信号機が欲しいと言う意見があったが、大阪では６箇所に設置されているので、大阪へ来た時には是非触って実感して下さい。そして皆さんの地域でも設置を要求して下さい。それにはまず触って体験して見る事を勧めます。

盲ろう者通訳介助者派遣制度について

通訳介助者派遣制度は、１９９６年末には大阪市が全国に先がけて独自の制度を創設した。その時の年間の利用時間数は３８４時間で、１日８時間までという制限があったが、１９９８年には年間６１２時間、２００３年には年間８２６時間と増えた。１日８時間の制限は１９９８年に撤廃された。

一方大阪府は２０００年に始めたが、年間の利用時間数は３１２時間だった。両制度は２００６年の自立支援法施行で大阪府に１本化された。大阪市の制度では作業所の中でも派遣制度は使えたが、大阪府になってからは利用時間数は年間７５０時間に増えたが、作業所の中は１日１時間に減らされた。又、１日の利用時間数は２０００年から８時間のままである。更に二人派遣も最初は会議や講演等長時間に渡る事に使えたが、今年の３月頃から会議の内容に寄っては２人派遣が認められないケースが出ており、今後の制度の有り方が課題となっている。

大阪府は現在財政難で障害者に関する制度を廃止又は縮減しようとしているが、盲ろう者通訳介助者派遣制度は２００２年度に財政破綻を根拠にして年度途中で派遣を打ち切ろうとされたことがあった。その時には他の障害者団体と共に抗議行動をして打ち切りを撤回させたが、今年度は再び新たな危機を迎えている。友の会としても自分たちに必須の派遣制度をこれ以上後退させない様に頑張りたい。

ＮＰＯ法人化について

現在友の会はＮＰＯ法人取得に向けて事務局で準備を進めている。１１月３日に設立総会を開き、来年の４月には法人設立の予定です。法人設立後の活動もこれから話し合って行く所です。今後の大阪盲ろう者友の会に御支援を宜しくお願いします。
6　 連絡協議会加盟団体
沖縄盲ろう者友の会

熊本盲ろう者夢の会

特定非営利活動法人えひめ盲ろう者友の会

香川盲ろう者友の会

徳島盲ろう者友の会

山口盲ろう者友の会

広島盲ろう者友の会

岡山盲ろう者友の会

特定非営利活動法人和歌山盲ろう者友の会

奈良県視聴覚障害者の会

兵庫盲ろう者友の会

大阪盲ろう者友の会

特定非営利活動法人視聴覚二重障害者福祉センター
「すまいる」　

京都盲ろう者ほほえみの会

三重盲ろう者きらりの会

愛知盲ろう者友の会

岐阜盲ろう者友の会

静岡盲ろう者友の会

新潟盲ろう者友の会

神奈川盲ろう者ゆりの会

特定非営利活動法人東京盲ろう者友の会

千葉盲ろう者友の会

埼玉盲ろう者友の会

栃木盲ろう者友の会

群馬盲ろう者つるの会

岩手盲ろう者友の会

7　 お知らせとお願い
[会費の納入について]
今年度の会費１万円を納入してくださるようお願い申し上げます。

下記の口座に振り込んでください。

会計の都合上、できましたら２００８年１２月３１日まで納入いただけると助かります。

必ず団体名で振込んでください。また、「特定非営利活動法人」の団体は郵便貯金通牒に団体名が印字されないため、「特定非営利活動法人」は省いて団体名だけ書いてください。宜しくお願いします。

　郵便貯金

　記号　１２１７０　　番号　８５８２４０６１

　名義　全国盲ろう者団体連絡協議会

[機関誌のタイトルの募集]
機関誌の名前を募集します。連絡協議会に相応しい名前がありましたら、ぜひ事務局までご連絡下さい。お待ちしています。

8　 編集後記

朝夕めっきり寒くなりました。

皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。

今回機関誌第３号の発行が大変遅くなりましたことをお詫びいたします。

でも発行できてほっと一安心です。いかがでしたでしょうか。小さいながら大切な情報を皆様に提供していきたいと考えております。

今後ともどうぞ宜しくお願いいたします。

                                                            編集部長　牧田　紀子

